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１．はじめに

　時制辞などの文法形態素の獲得に関する古典的な研
究として，Brown（1973）が知られている。この研究
は，MLU（Mean Length of Utterance）で統一した英語
を母語とする 1歳から 2歳の幼児 3名の縦断データを
用いて，言語獲得の初期段階に高頻度で出現するとさ
れる14の文法形態素を分析している。Brown（1973）
はこれらの文法形態素が 3名の幼児において，獲得の
時期については差があるが，ほぼ同一の順序で出現し
たと述べている。
　時制辞（T）などの機能範疇は，定型発達児の統語
発達に重要な役割を果たすことが指摘されている
（Radford, 1990）。近年欧米においては，時制辞の獲得
に関する研究が活発に行われている。最近では，定型
発達児を対象とした研究のみならず，特異的言語発達
障害（Specific Language Impairment: SLI）児など言語
発達遅滞児を対象とした研究も行われている。
　英語における時制辞の獲得に関する研究において
は，幼児が，しばしば時制辞（例：-ed）を脱落させ，
語幹のみの形態を産出する現象が取り上げられてき
た。しかし，日本語は，動詞が語幹のみで産出される
ことが形態的に許されていない。三原（1994）は，文
が独立文として存在するためには，タ形で示される過
去（例：食べた）やル形で表される非過去（例：食べ
る）等の時制を明示する要素を含んでいなければなら
ないと述べている。したがって，日本語の時制辞の獲
得研究においては，英語のように時制辞の有無を検討
するのではなく，ル形とタ形などの時制辞の出現に着

目することになる。しかし，日本語の時制辞の出現に
関する研究は，定型発達児についても十分に行われて
いるとはいえない。
　本稿ではまず，欧米における時制辞の獲得に関する
研究を，定型発達児を対象としたものと言語発達遅滞
児を対象としたものとに分けて紹介する。次に，日本
における時制辞の獲得に関する研究を，動詞のル形と
タ形の出現に着目して概観する。最後に日本における
時制辞の獲得研究の今後の課題を述べる。

２．欧米における時制辞の獲得研究

2． 1　定型発達児について
　欧米においては，英語，フランス語，ドイツ語など
を母語とする幼児が，本来ならば屈折を伴って用いら
れる主文動詞に屈折を伴わない動詞形、いわゆる不定
形（infinitive）を用いることが指摘されており，RI

（Root Infinitive）現象と呼ばれている。英語圏におい
ては，幼児が，規則動詞の過去形（-ed）や，三人称
単数現在形（-s）のような時制を表す文法形態素を，
正しく使用できるようになっても，しばしば脱落させ
ることがある。このように，正しい屈折と不定形がど
ちらもみられる段階はOI（Optional Infinitive）段階と
して説明されている（Rice, Wexler & Cleave, 1995）。
　Rice, Wexler, and Hershberger（1998）は，定型発達
児とSLI児を対象として，時制辞について縦断的に検
討している。その結果，定型発達児においては，3歳
から 4歳の間で義務的な文脈での時制辞の使用が確立
し，4歳を過ぎると正しい使用が95%を超え，安定す
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るとしている。Rice et al.（1995）においても平均年
齢 3歳の群では，自然発話における正しい時制辞の使
用が，50%前後であったのに対して，平均年齢 5歳の
群では，およそ90%であった。このことから，5歳以
降は時制辞がほぼ安定して用いられていることがわか
る。
　規則動詞において時制辞が安定して用いられるよう
になる頃，過去を表す文法形態素を不規則動詞にも過
剰使用する誤用がみられることが英語やドイツ語にお
いては従来から指摘されている（Marcus, Pinker, 

Ullman, Hollander, Rosen & Xu, 1992; Clahsen and 

Rothweiler, 1993）。
　Clahsen, Aveledo, and Roca（2002）は，スペイン語
を母語とする幼児15名を対象に自然発話とナラティ
ブの縦断データを分析した結果，時制を標示すること
が可能になった後で，時制辞を不規則動詞に過剰使用
する誤用がみられたと報告している。
　Say and Clahsen（2002）によれば，イタリア語を母
語とする幼児においても動詞の規則形に付加されるべ
き時制辞を，不規則形に過剰適用する誤用がみられる
としている。
　Stavrakaki and Clahsen（2009）は，ギリシャ語を母
語とする 3歳から 9歳の幼児154名を対象に，産出課
題と正誤判断課題を行い，過去完了を示す -sが，-sを
必要としない不規則形の動詞にも過剰使用されること
を明らかにした。
　以上のように，欧米における研究では，定型発達児
の時制辞などの獲得過程において，不定形の産出や過
剰使用の誤用がみられることが報告されている。

２．２　言語発達遅滞児について
　Rice et al.（1995）は，先に述べたOI段階が，SLI児
においては長期にわたってみられることに対する説明
として，EOI（Extended Optional Infinitive）仮説を提
案している。
　Roberts, Rice and Tager-flusberg（2004）は，Rice et al.

（1995）において，SLI児の特徴を説明するために用
いられたEOI仮説が，自閉症児にも当てはまるかどう
かを検討するため，自閉症児62名を対象に時制辞の
産出課題を行った。その結果，自閉症児の中には，時
制辞を頻繁に脱落させるサブグループが存在すること
が示された。
　Rutter and Buckley（1994）は，1歳 0 ヵ月から 3歳
2 ヵ月までの12名のダウン症児を対象に縦断研究を
行い，文法形態素の出現順序をBrown（1973）の定型
発達児と比較している。その結果，ダウン症児は定型

発達児に比べて遅れはあるものの，定型発達児が初期
に獲得した 6つの文法形態素はそのほとんどを初期に
獲得した。しかし，この 6つの文法形態素の獲得順序
は，Brown（1973）が示した順序とは異なっていた。
また，三人称単数現在形（-s）は観察期間中には12名
とも一度も観察されなかった。
　Brown（2005）は，時制辞がダウン症において障害
されているかどうかを検討するために，MLUで統制
したダウン症児 7名と定型発達児 7名の自然発話を分
析した。その結果，時制辞については，ダウン症児の
方が定型発達児よりも多く脱落し，時制辞以外の文法
形態素については，両者の間に有意差がなかった。
Brown（2005）はこれらの結果は，ダウン症児は時制
辞の獲得に選択的な障害を示すという仮説を支持する
と指摘している。
　一方，Ring and Clahsen（2005）やStathopoulou and 

Clahsen（2010）のように，ダウン症児は時制辞に選
択的な障害があるとは結論づけていない研究もある。
　このように，欧米においては，定型発達児の時制辞
の獲得に関する研究に基づいて，言語獲得に遅れを示
す子どもが，時制辞の獲得に困難を示すかどうかを明
らかにするための研究が行われている。

３．日本における時制辞の獲得研究

３．1　ル形とタ形の出現順序について
　先に述べたように，語幹のみの形態が許されない日
本語において時制辞の獲得を研究するためには，動詞
のル形とタ形の出現に着目する必要があると思われ
る。そこで，以下では，動詞のル形とタ形の出現順序
に視点を当てて従来の研究を紹介する。

３．１．1　言語発達全体を対象とした従来の研究
　村田（1961）は，要求語の発達を検討することを目
的に，1歳台の幼児 2名の自然発話データを分析して
いる。この研究において動詞のル形とタ形の出現に着
目すると，1名はタ形が 1歳 8 ヵ月，ル形が 1歳 9 ヵ
月に観察され，もう 1名はタ形が 1歳 7 ヵ月，ル形
が 1歳 8 ヵ月に観察されたことがわかる。しかし，
この研究では要求の意味以外で用いられた動詞のル形
やタ形がこれ以前に観察されていた可能性を否定でき
ない。
　大久保（1967）は，幼児 1名を対象とした研究を
行っている。動詞の語形変化の発達を示した表から，
タ形とル形がともに 1歳 7 ヵ月に出現していること
がわかる。しかし，この研究では 1歳 6 ヵ月からの
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データを対象としているため，タ形とル形の正確な出
現時期についての情報は得られない。
　岩淵・村石（1968）は，幼児 4名の発話を記録して
いる。各幼児における正確な初出は検討できないが，
動詞については ,「アッタが出たあとに，アルが出た」
という記述がみられる。
　中西（1968）は，1歳 0 ヵ月から 1歳 8 ヵ月まで
の幼児20名を，それぞれ縦断的に観察している。そ
の結果，1歳 4 ヵ月にタ形「あった」が幼児 3名につ
いて観察され，1歳 6 ヵ月にル形「ある」が幼児 2名
について観察されたとしている。しかし，20名の結
果が全て同一の表にまとめられているため，各幼児に
ついてのル形とタ形の出現時期は明らかにされていな
い。
　藤原（1976）は，幼児10名の一語発話期からの縦
断研究を行い，1 ヵ月ごとに対象児10名における代
表的な発話例を整理している。そのうちの 1名に着目
すると，1歳 6 ヵ月にタ形が，1歳 7 ヵ月にル形がみ
られる。しかし，ル形とタ形の出現に着目した記述は
みられないため，この研究においてもル形とタ形の出
現順序についての正確な情報を得ることはできない。
　野地（1977）は，幼児 1名を 1歳以前から観察し，
全ての発話を記録している。これによれば，タ形は 1
歳 1 ヵ月，ル形は 1歳11 ヵ月に観察されている。
　小村（1977）は，幼児 5名の縦断データのうち 3名
のデータを中心に，存在文の代表として「ある」を，
一般動詞文の代表として「する」を対象として動詞の
発達について分析している。その結果 ,「ある」につ
いては，1名はタ形が 1歳 5 ヵ月，ル形が 1歳 7 ヵ
月に観察され，もう 1名は，ル形とタ形がともに 1歳
4 ヵ月に観察された。残りの 1名はどちらも 1歳
10 ヵ月に観察されている。「する」については，タ形
とル形がそれぞれ 1歳 5 ヵ月，1歳 7 ヵ月に，もう 1
名は，1歳 3 ヵ月，1歳 6 ヵ月に，残りの 1名は，1
歳 7 ヵ月，1歳10 ヵ月に観察されている。この研究
は，全ての動詞をとりあげているわけではないため，
タ形とル形の初出は確認できないが，動詞ごとにル形
とタ形の出現順序がわかる。
　大久保（1984）は，「幼児のことば資料（1）（3）（4）
（5）」（国立国語研究所，1981，1982a，1982b，1983）
を用いて，「動詞とその下接語」の獲得過程について
述べている。それによれば，タ形「あった」が 1歳
0 ヵ月に観察されたのに対し，ル形「いく」が 1歳
7 ヵ月に観察されている。
　以上のように，日本語の獲得については，従来から
記述的な研究がいくつか行われている。それによる

と，タ形が早期に出現し，ル形がそれに続く傾向がう
かがわれる。しかし，言語発達全体に視点を当てた従
来の縦断研究は，ル形とタ形の出現に着目したもので
はないため，両者の出現順序については不明な点が多
い。

３．１．２　ル形とタ形に視点を当てた最近の研究
　最近の縦断研究においては，動詞のル形とタ形の出
現に着目した研究が行われている。中谷・村杉（2009）
は，幼児 1名を対象として 0歳 1 ヶ月から 1歳 9 ヵ
月までの縦断研究を行っている。その結果，1歳 3 ヵ
月にタ形「ついた」が観察されてから，1歳 6 ヵ月ま
でに観察された動詞の形態は，全てタ形であったと報
告されている。ル形については ,「よむ」が1歳7ヵ月
に初めて観察されている。
　Murasugi and Fuji（2009）では，野地（1977）の幼
児 1名の縦断データを分析している。この研究ではタ
形が1歳 6 ヵ月に頻繁に観察されるようになってか
ら，1歳 7 ヵ月までの 1 ヶ月間に出現した動詞のほ
とんどがタ形であり，ル形が観察されなかったことか
ら，言語獲得初期にタ形のみが観察される段階がある
ことが指摘されている。ル形については，1歳11 ヵ
月から 2歳 1 ヶ月に見られる次の段階で，他の動詞
の形態とともに観察されている。
　桂（2013）は，幼児4名の一語発話期からの縦断
データを分析している。その結果，4名中 2名は，タ
形がそれぞれ，1歳 3 ヵ月，1歳 5 ヵ月と早期に初め
て観察され，ル形はその後それぞれ，1歳 9 ヵ月，1
歳 8 ヵ月に初めて観察された。残りの 2名は，観察
開始時点でタ形が既に観察されていたため，初出の確
認はされていないが，一語発話の段階でタ形のみが観
察されていたことから，タ形がル形よりも早期に出現
した可能性があると指摘されている。
　團迫（2010）は，動詞に接続される形式にどのよう
な獲得順序が存在するのかを検討するために，幼児の
発話データベースであるCHILDES（MacWhinney, 

2000）を用いて，Aki（1歳 5 ヵ月から）Ryo（1歳
3 ヵ月から）の発話データ（Miyata, 2004a, 2004b）を
分析した。その結果，時制辞について，Akiは「タ形
がル形よりも早く現れている」とし，Ryoは「ル形と
タ形が同時期に現れている」としている。
　多数の幼児を対象に，横断研究を行っている研究も
ある。小椋・中・山下・村瀬・マユー（1997）は，
4 ヵ月検診，1歳半検診において健常と認められた計
60名の幼児を対象に，19分間の自由遊び場面での発
話を収集した。その結果，12 ヵ月児の動詞の形態と
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して「あった」「でた」の「た」を記録している。ル
形とタ形の出現順序については言及していないが，
12 ヵ月という言語獲得の非常に早期の段階でタ形が
出現していることがわかる。
　安宅・伊藤（2013）は，動詞のタ形とル形，テイル
形，否定形について，その出現順序を検討している。
1歳 9 ヵ月から 2歳11 ヵ月の幼児95名を対象に，誘
導産出課題を実施し，各形態を使用した対象児の割合
と使用パターンを算出した。その結果，動詞のタ形は
最も年齢の低い 1歳 9 ヵ月からの群で全ての対象児
が使用していた。また，4つの形態のうち 1つのみを
産出したパターンは，タ形を産出した場合のみであっ
た。以上の結果から，安宅・伊藤（2013）では，タ形
が初めに獲得されるのではないかと推察している。
　このように，ル形とタ形の出現に視点をあてた最近
の研究の多くは，タ形の出現がル形よりも早いことを
示している。しかし，ル形とタ形の出現順序について
の結論はまだ得られていない。

３．２　ル形とタ形の出現に関する理論的研究
　動詞のル形とタ形について，近年言語理論を踏まえ
た研究が行われている。以下では，日本語の時制辞の
獲得に関する理論的研究を紹介する。

３．２．１　タ形が無標の形式かどうかについて
　Murasugi and Fuji（2009）は，言語獲得初期に動詞
と屈折要素の結合（Merge）がまだ可能でない段階が
あることを仮定している。この段階では，日本語のよ
うに語幹のみの動詞の形態が許されない言語において
は，無標の形態が選ばれるとし，Murasugi and Fuji

（2009）は，その候補として動詞のタ形をあげている。
　無標の形式としてタ形が選ばれることについて，
Murasugi, Nakatani, and Fuji（2010）は，日本語の成人
文法の観点から，4つの証拠をあげている。まず，タ形
が埋め込み文にみられることである。例えば，Abe（1993）
にみられる「帽子をかぶった人」はその人が「過去に
帽子をかぶった」という解釈よりも ,「今帽子をかぶっ
ている」と解釈される。次に，タ形が強い命令形とし
て使われることである。例として「さっさと帰った！
帰った！」があげられている。さらに ,「行ったり来
たりで大変だ」と現在のことを言う場合も ,「行った
り来たりで大変だった」と過去のことを言う場合と同
じく，ル形ではなくタ形の使用がみられる。最後に
「もしも私が家を建てたなら，小さな家を建てただろ
う」のようにタ形が，未然の事柄を表す例も提示され
ている。以上に加えて中谷・村杉（2009）は，「書い

た」「書く」のパラダイムにみられるように，タ形が
語末の形態素として「た」で表れることが多いのに対
して、ル形は「る」で表れにくいことを指摘している。

３．２．２　時制辞と主格の関係について
　「日本語の主格は時制辞によって認可される」とい
う仮説が、言語学の基礎的な文献（三原，1994）に紹
介されている。Matsuoka（1999），團迫（2010），安
宅・伊藤（2012）はこの仮説を踏まえて研究を行って
いる。
　Matsuoka（1999）は，幼児 3名の縦断データを分析
し，主格標示された名詞句と時制辞の出現時期を検討
した。その結果，いずれの対象児においても時制辞の
方が主格標示された名詞句よりも早期に観察された。
Matsuoka（1999）はこの結果が，時制辞が主格を認可
するという仮説を支持すると結論付けている。
　團迫（2010）は，動詞に接続される形式とガ格名詞
句の獲得との間にどのような関係があるのかを検討す
るために，幼児 2名の縦断データを分析した。その結
果，2名ともル形とタ形の出現後にガ格が観察された。
しかし，ある段階までは主格が与えられる名詞句が限
定的であることから，形態的には時制辞が早期から現
れているが，範疇素性の時制辞（T）がまだ指定され
ていない段階があることを指摘している。
　安宅・伊藤（2012）は「時制辞が主格を認可する」
という仮説を踏まえ、主格標示された名詞句（「が」
を含む句）は獲得過程において時制辞よりも早く出現
することはないと予測している。この予測をもとに，
幼児 7名の縦断データを分析した結果，7名とも，動
詞のル形とタ形の両者が出揃った後に，格助詞の「が」
が観察された。この結果から動詞のル形とタ形の両者
が出現することが日本語の時制辞の発現に関わってい
ると考察している。

３．２．３　 RI現象が日本語においてもみられるか
どうかについて

　ここでは，欧米の言語においてみられるRI現象と
類似した段階が，日本語においてもみられるかどうか
を検討した研究を紹介する。
　加藤・佐藤・竹田・見吉・酒井・小泉（2003）は ,

日本語の動詞は必ず屈折を伴った形で用いられるた
め ,もしRIにあたる現象が日本語にも存在するとすれ
ば，時制の屈折の誤用として現れる可能性があると予
測している。その予測を検証するために，幼児 2名の
縦断データを分析した結果，非過去形，過去形ともに
ほぼ適切に使用されていた。しかし加藤ら（2003）
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は，誤用もわずかにみられたことから，日本語にRI

現象がないと結論づけることをせず，この研究で対象
としている年齢以前（2歳以前）のデータに誤用がみ
られるかどうか分析する必要があるとしている。
　先に示したMurasugi and Fuji（2009）においては，
RI現象は特定の言語のみにあらわれる現象ではない
とし，日本語においてもRIと類似した段階，RIA

（Root Infinitive Analogue）の段階が存在すると提案し
ている。この提案をうけて中谷・村杉（2009）は，日
本語においてRIAが存在するとした場合，早期に出現
する動詞のタ形がこの段階で選ばれる動詞の形態であ
るという可能性を指摘している。さらに，中谷・村杉
（2009）は，RIAが終焉をむかえるのは，動詞のル形
が出現してきたころがその兆しであると指摘してい
る。

４．日本における時制辞の獲得研究の今後の課題

　これまで述べてきたように，日本においては，時制
辞の獲得に関する研究が，定型発達児についても十分
に行われているとはいえない。以下では，日本におけ
る時制辞の獲得に関する今後の研究課題を述べる。

1）　タ形が無標の形式かどうかの検討
　先に述べたように，Murasugi and Fuji（2009）およ
びMurasugi et al.（2010）は言語獲得初期にル形では
なくタ形のみがみられる時期があることから，この時
期にタ形が無標の形式として選ばれていると仮定して
いる。3節で紹介した日本における従来の研究からは，
動詞のタ形がル形よりも早期に出現する傾向がみられ
る。しかし，タ形が早期に出現するかどうかについて
の一致した知見を得るには至っていない。一語発話期
からの縦断研究をさらに蓄積していくことが望まれ
る。また，知的障害児の初期の言語獲得は，定型発達
児に比して遅れるということを除けば，定型発達児と
類似しているといわれている（伊藤，1998）。よって，
知的障害児など一語発話期の言語発達遅滞児における
検討もタ形が早期に出現するかどうかについての情報
を与えてくれると思われる。これらの研究結果は，
Murasugi et al.（2010）における，タ形が無標の形式
であるという仮説の妥当性の検証に寄与するであろ
う。

2）　主格標示が段階的に行われるかどうかの検討
　3節で示したように，團迫（2010）は，時制辞と主
格の出現時期を検討し，主格標示に関して 3つの段階

をあげている。StageⅠは，時制辞が用いられるよう
になるが，ガ格は形態的に現れない段階である。
StageⅡは，屈折形式が豊かになりガ格が現れるが，
主題と解釈される名詞句に対してのみ標示される段階
である。StageⅢは，成人と同様に意味役割の種類に
関係なく主格標示がなされる段階である。この仮説の
妥当性を検証するための研究が必要であると思われ
る。定型発達児においてこの 3段階がみられることが
明らかになれば，言語発達遅滞児の言語指導のための
指標の 1つになると思われる。

3）　 RI段階に対応する時制辞の誤用がみられるかに
ついての検討

　3節で述べたように，加藤ら（2003）は，日本語に
もRIに対応する現象として時制辞の誤用がみられる
かどうかを検討している。その結果，時制辞のほとん
どが正しく使用されるがわずかに誤用がみられるとし
ている。しかし，この研究では，わずかにみられた誤
用が欧米におけるRI現象と対応しているとは結論づ
けていない。よって，加藤ら（2003）でも指摘されて
いるように，2歳以前からの縦断的なデータを用いて
時制辞の誤用を検討し，日本語においてもRIに対応
する段階がみられるかどうかを検討する必要があると
思われる。

4）　 ダウン症児や自閉症児における時制辞の獲得に
ついての検討

　2節で述べたように，英語圏においてはSLI児のみ
ならずダウン症児や自閉症児が時制辞を脱落させるこ
とが指摘されている（Brown, 2005; Rice et al., 1995; 

Roberts et al., 2004）。日本語においては，SLI児が時制
辞の誤用をみせることが産出課題や正誤判断課題の結
果から報告されている（Fukuda and Fukuda, 1999; Ito, 

Fukuda, Fukuda, Otomo, Fujino & Yamaguchi, 2008）。で
は，日本語を母語とするダウン症児や自閉症児にも時
制辞の誤用がみられるのだろうか。その点についても
今後検討が必要であると思われる。

5）　形容詞や判定詞の時制辞の獲得に関する検討
　これまで本稿では，動詞における時制辞の獲得に関
する研究を紹介してきた。しかし日本語における述語
は動詞の他に，形容詞，判定詞が時制によって変化す
るといわれている（寺村，1982）。したがって、形容
詞と判定詞における時制辞の獲得に関しても、出現順
序や誤用の観点から検討される必要があると思われ
る。
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日本語の時制辞の獲得に関する今後の研究課題

Issues for Further Research on Acquisition of Tense Markers in Japanese
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Abstract

 The purpose of this study was to review research on the acquisition of tense markers, and to discuss the issues for further 

research in Japanese. First, we presented previous findings on the acquisition of the tense markers in typically developing 

and language-delayed children in the United States and Europe. Second, studies on the order of appearance of the tense 

markers ‘-ru’ and ‘-ta’ in Japanese were shown, followed by the theoretical studies on the acquisition of tense markers in 

typically developing Japanese children. Finally, we proposed several issues which must be investigated for further research 

in Japanese: 1) whether V-ta forms appear first or not; 2) whether the nominative case is marked step by step; 3) the analysis 

of tense-marker errors; and 4) the study of the acquisition of tense markers in language-delayed children.

Keywords: acquisition, tense marker, ‘-ru’, ‘-ta’, Japanese
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要旨:　本稿は従来の時制辞の獲得に関する研究を概観し，日本語の時制辞の獲得に関する今後の研究課題に
ついて論じたものである。初めに，欧米における時制辞に関する研究について，定型発達児と言語発達遅滞児
に分けて述べた。次に，日本の定型発達児を対象にした研究について，動詞のル形とタ形の出現順序に関する
研究と，時制辞に関係する理論的研究を紹介した。最後に，日本語の時制辞の獲得に関する研究の今後の課題
として，1）タ形がル形よりも早期に出現するかどうかの検討，2）主格標示が段階的に行われるかどうかの検
討，3）時制辞の誤用に関する検討，4）言語発達遅滞児の時制辞の獲得に関する検討などを提示した。

キーワード: 獲得，時制辞，ル形，タ形，日本語
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